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福澤神社

五城中学校

Fukuzawa 
Shrine

Gojo
junior high school

Kitaroku
elementary school

［Hatsuhinode］
The sunrise on New Year's 
Day
Seeing Hatsuhinode is considered 
very lucky.

［Sendai Hatsuuri］
New Year's Traditional Sale
giving luxurious gifts to customers

［Hatsumode］
First Shrine Visit of the Year
People pay a visit to shrines to pray for 
happiness and good health.

Umeda River
梅田川

北六小学校
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※ ( 元禄２年 )1689/5/7 ( 陽暦 6/23)、芭蕉と曾良は、奥の細道の途次、わが宮町界隈を歩いている。
この日、芭蕉の歩いた道順＝（「曾良旅日記」参照）
国分町の宿⇒北四番丁通り（歩）⇒お宮町本通り（歩）⇒仙台東照宮⇒万壽寺（万壽寺は推定。）⇒
車通り（歩）⇒榴岡天満宮⇒陸奥国分寺（木ノ下）へ。

　“ さざれ石 ” は、漢字で “ 細石 ” と書き、「君
が代」に詠まれている。「♪さざれ石のいわお
となりてこけのむすまで…」は、小石が、やが
て岩となり、さらに大きな巌になるという意味
である。「ほんとうだろうか？」の声が聞こえ
そうだが、国歌である。また石の育つ瞬間を見
たものは居ないのだから、誰も嘘とは言い切れ
ない。この細石は幾千万年、わが地域に在るの

だろうか…。新年にあたり、想像力をあれこれ
膨らますことも楽しい。

野田の清水は、多賀城市に流れる玉川の源流
といわれ、現在もこんこんと湧き出ている。か
つては伊達家の茶の水をくんだ処。山門手前
に実に小さな橋がかかる。この橋名を “下

げ ば ば し
馬橋”

といい、万壽寺の山門をくぐる者は、殿様でも
ここで下馬したと伝えられている。

※（この地は万葉の歌枕の地として名を馳せ、松尾
芭蕉も仙台東照宮から玉田横野を経て、天満宮や薬師
堂へと案内されたと言う。万壽寺の清水は芭蕉も茶と

して飲んだとの逸話もあり、玉田の清水とも言われて
いる。）
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初日の出
The sunrise on New Year's Day

Manjuji Temple

小松島小学校東側の坂を上がった高松周辺からは、
初日の出が拝めます。市内中心部のパノラマも一望で
きる、絶景ポイントのひとつです。
※ 2014（平成 26）年元旦の日の出は 6時 53 分。東南
東（方位 119.1 度）の方向に「初日の出」が上ります。

【撮影：今泉　清二氏】
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。
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青葉区高松 2-14-18

・さざれ石
・野田の清水

青葉区東照宮 1-6-1
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介
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其の一　　「さざれ石」

其の二　　「野田の清水」
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Toshogu Shrine

東照宮
小松島小学校

Komatsushima
elementary school

小松島郵便局

Komatsushima
post office

〒
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万壽寺
Manjuji Temple卍

仙岳院
Sengakuin Temple

卍

東照宮駅
Toshogu Stn.

Senzan Line

仙山線
延寿院
Enjuin Temple

卍

万日堂
Mannichido Temple 卍

松尾神社
Matsuo Shrine

八百ふじ
Super market Yaofuji

038 Press-style
How to celebrate New Year
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手づくりにこだわった弁当、惣菜の店

　フレッシュフィッシュ＆フードショップ きくち

気軽に本格的フランス料理を

　ビストロでぐち

宮町のアートの交流拠点

　The white gallery SENDAI

　店内には刺身や煮魚、焼魚、各種惣菜、お弁当、果ては野菜まで所狭しと
並んでいます。創業は昭和42年、元々は鮮魚店からスタートしました。惣菜
や弁当、仕出しなど多くのメニューを菊地さん夫婦で手際よくこなします。自
慢は「あくまでも手作り」にこだわり、手間を惜しまないこと。最近では評判を
聞きつけ、会社等への仕出しも増えているそうです。
　お弁当の売れ筋は幕の内弁当が480円、サービス弁当、鳥から弁当が390
円。ご飯がプラス60円で大盛りも可。鮮魚コーナーには鯨の刺身（380円）も
並んでおり、バリエーション豊かな店です。10:00～19:00

日曜・祝日
青葉区宮町4-9-1
022-223-2972

営
休
住
☎

　宮町に画廊があるのをご存知でしょうか？ 「宮町や東照宮付近の雰囲気
が気に入り、平成24年10月にこの店を始めました。アートが似合う街にし
たい」とオーナーの小島さん。展示販売されている絵画等の作品、絵葉書
や雑貨には、小島さんの瑞 し々い感性が感じられます。また、貸しギャラリ
ー、イベントスペースとして利用できます。昨年はさまざまな展覧会や、絵
画とギターの弾き語りのイベントが開催されるなど、多彩なアート情報を
交換できる場所になりつつあります。お茶を飲めるスペースもあり、気分転
換したい時に立ち寄るには最適のお店です。

　開店11周年を迎えるビストロでぐちのコンセプトは、「普段着で楽しめるフラ
ンス料理の店」。仙台ホテルで腕を振るっていたご主人が、料理やデザート、パ
ンなど全て手作りしています。メニューの主役は、奥様の出身地岩手から届く新
鮮野菜。ツアー一行は、かぼちゃのポタージュスープ、ナスとズワイガニのミルフ
ィユ仕立て、アナゴのフリット、自家製ハムのカナッペ、デザート（柿入り蜜まめ）
コーヒーをいただきました。本格的なフランス料理に、大満足。手ごろな値段で
美味しい料理とワインが楽しめる店です。1週間毎にコースメニューが変わる
他、季節限定のメニューの提供もあります。（ランチ¥1,100〜／ディナー¥2,800〜）

ランチ 11:30～14:00
ディナー 17:30~21:00
水曜
青葉区宮町4-4-30
ダイアパレス北六番丁2F
022-215-3410

営

休
住

☎

11：00～19：00
日曜（イベント時は営業）月曜
青葉区東照宮2-2-16 1F
022-346-7302

営
休

住
☎

各種刺身をはじめ、美味そうな惣菜が並ぶ店内

注文の際「038プレスを見た！」で、先着30名様に
プチデザートサービス

　今回は４名の読者参加があり、取材スタッフと合わせて９名の賑やかなツアーと
なりました。お邪魔したお店は宮町通りからちょっと外れた場所にありますが、いず
れも魅力たっぷりなお店ばかりでした。

The white gallery
SENDAI

ビストロでぐち フレッシュフィッシュ＆
フードショップきくち

ファミリーマート

宮町５丁目

至 小松島

宮
町
通
り

北六小

東照宮駅

五城中
東照宮

絵画だけでなく、音楽など様々なイベントにも使用できます

彩もきれいなプレート

11

「038プレスを見た！」で、1,000円以上の品全品10％OFF、
コーヒーをサービス (２月末まで)

「038プレスを見た！」で商品をお買い上げの方先着30名様に
「イカリングフライ」又は「とりから揚」のいずれか

１パックをサービス！

◉Juliet Love Cake (ジュリエット ラブ ケーキ）
◉ラビットピアノ教室
◉串処 TORI屋
　　　　　　　　　以上３軒にお邪魔します！

参加ご希望の方は、氏名・ご連絡先をご
明記の上、faxにてお申し込みください。

・と　　 き

・参  加  費

・定　　員

・集合場所

１月26日（日）15:00~17:00
1,500円
６名
ペットショップさまん前 FAX : 022-223-7988
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初
詣

初
売
り

例
年
７
万
人
も
の
初
詣
客
で
に
ぎ
わ
う
お
宮
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
。

例
祭
は
4
月
17
日
（
徳
川
家
康
の
命
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

震
災
の
影
響
で
繰
り
延
べ
に
な
っ
て
い
た
神み

こ
し輿

渡と
ぎ
ょ御

は
4
月
20

日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

昨
年
中
は
、
宮
町
商
店
街
を
ご
利
用
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
年
も
ご
愛
顧
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て

　宮
町
商
店
街
で
は
、
多
く
の
店
舗
で
初
売
り
な
ら
で

は
の
企
画
を
ご
用
意
し
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。今

回
は
、
そ
の
中
の
１
店
舗
。
ス
ー
パ
ー
八
百
ふ
じ
宮
町
店

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
宮
町
商
店
街
振
興
組
合  

理
事
長

　佐
藤
広
行
）

海
え び

老道
み ち こ

子さん
（空堀丁町内会）

毎年手作りのお
重を用意するとい
う海老道子さんか
ら、おせちのお話
を伺いました。

2014 年

１月３日（金）

 2014 年
１月３日・４日

午前 10 時〜午後 8 時

初売り
抽選会

初売り
セール

１等　2,000 円お買物券
２等　1,000 円お買物券
３等　500 円お買物券　
参加賞　ＢＯＸティッシュ１箱

5,000 円お買物券特賞

＊ 1,000 円お買い上げ毎に
　１枚くじを渡しています

check!!

check!!

check!!

紅は魔除け

白は清浄を

表します

祭
典
ご
案
内

●
12
月
31
日

　午
後
３
時

　年
越
の
大
祓
式

●
１
月
１
日

　初
詣

　
　午
前
８
時

　歳
旦
祭

　※
元
旦
の
み
境
内
駐
車
場
・
五
城
中
学
校
校
庭
・
小
松
島
小
学
校
校

庭
使
用
可
能
。（
午
後
６
時
閉
鎖
）

新
年
祈
祷
ご
案
内

●
１
月
１
日
は
午
前
０
時
よ
り
午
後
５
時
半
ま
で
受
付

●
１
月
２
日
か
ら
は
午
前
９
時
よ
り
午
後
４
時
半
ま
で
受
付

ど
ん
と
祭

●
１
月
14
日

　午
後
３
時

　火
入
式

※
参
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縁起物として初詣で買って帰る方が
多いようです。毎年買って 12 個揃え
るのも楽しいですね。

飾り方には「家の南西を背にすると
よい」「床の間飾りの左脇に飾るのが
いい」等諸説あります。

◆どんと祭には松飾りやお札とともに、
土鈴もおさめることができます。

　12 月 25 日（ 水 ） か ら
31 日（火）は、１年間の
ご愛顧に感謝して野菜、果
物、肉、　魚を中心に正月
用品大特価セールを実施し
ます。

写真は、2013 年巳
み ど し

年の土鈴。
2014 年は午

うまどし

年です。

新鮮なもの、鮮度のいいものをより安く

「当店の開業は平成 12 年。地域密着型の店
を目指してきました。１月３日からの初売り
にも、ぜひお越し下さい。」（星店長）

おせちやお雑煮のレシ
ピ 等、『 ３ 年 ノ ー ト 』
に細かく記録して何冊
も 保 管。 お 正 月 に 集
まった家族写真も合わ
せて。
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台
東
照
宮

宮
町
商
店
街

八百ふじ 宮町店
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ひと手間で彩り＆縁起も OK ！

市松かまぼこの作り方

Point!

住所：青葉区宮町 3-9-5
☎：022-221-2012
（＊場所は P2 の地図参照）
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ピンクのかまぼこを用意。

２本溝を作る。

縦に切る。

斜めに

盛りつけて

完成！

断面図→

おせちの定番、くりきんとんや昆布巻き、

かずのことひたし豆、黒豆と一緒に、家族

が大好きな松前漬け（手前）と、たらこご

ぼう（真ん中）も詰めます。
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や
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が
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ま
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た
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ち
」
を

心
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て
い
る
そ
う
。



手づくりにこだわった弁当、惣菜の店

　フレッシュフィッシュ＆フードショップ きくち

気軽に本格的フランス料理を

　ビストロでぐち

宮町のアートの交流拠点

　The white gallery SENDAI

　店内には刺身や煮魚、焼魚、各種惣菜、お弁当、果ては野菜まで所狭しと
並んでいます。創業は昭和42年、元々は鮮魚店からスタートしました。惣菜
や弁当、仕出しなど多くのメニューを菊地さん夫婦で手際よくこなします。自
慢は「あくまでも手作り」にこだわり、手間を惜しまないこと。最近では評判を
聞きつけ、会社等への仕出しも増えているそうです。
　お弁当の売れ筋は幕の内弁当が480円、サービス弁当、鳥から弁当が390
円。ご飯がプラス60円で大盛りも可。鮮魚コーナーには鯨の刺身（380円）も
並んでおり、バリエーション豊かな店です。10:00～19:00

日曜・祝日
青葉区宮町4-9-1
022-223-2972

営
休
住
☎

　宮町に画廊があるのをご存知でしょうか？ 「宮町や東照宮付近の雰囲気
が気に入り、平成24年10月にこの店を始めました。アートが似合う街にし
たい」とオーナーの小島さん。展示販売されている絵画等の作品、絵葉書
や雑貨には、小島さんの瑞 し々い感性が感じられます。また、貸しギャラリ
ー、イベントスペースとして利用できます。昨年はさまざまな展覧会や、絵
画とギターの弾き語りのイベントが開催されるなど、多彩なアート情報を
交換できる場所になりつつあります。お茶を飲めるスペースもあり、気分転
換したい時に立ち寄るには最適のお店です。

　開店11周年を迎えるビストロでぐちのコンセプトは、「普段着で楽しめるフラ
ンス料理の店」。仙台ホテルで腕を振るっていたご主人が、料理やデザート、パ
ンなど全て手作りしています。メニューの主役は、奥様の出身地岩手から届く新
鮮野菜。ツアー一行は、かぼちゃのポタージュスープ、ナスとズワイガニのミルフ
ィユ仕立て、アナゴのフリット、自家製ハムのカナッペ、デザート（柿入り蜜まめ）
コーヒーをいただきました。本格的なフランス料理に、大満足。手ごろな値段で
美味しい料理とワインが楽しめる店です。1週間毎にコースメニューが変わる
他、季節限定のメニューの提供もあります。（ランチ¥1,100〜／ディナー¥2,800〜）

ランチ 11:30～14:00
ディナー 17:30~21:00
水曜
青葉区宮町4-4-30
ダイアパレス北六番丁2F
022-215-3410

営

休
住

☎

11：00～19：00
日曜（イベント時は営業）月曜
青葉区東照宮2-2-16 1F
022-346-7302

営
休

住
☎

各種刺身をはじめ、美味そうな惣菜が並ぶ店内

注文の際「038プレスを見た！」で、先着30名様に
プチデザートサービス

　今回は４名の読者参加があり、取材スタッフと合わせて９名の賑やかなツアーと
なりました。お邪魔したお店は宮町通りからちょっと外れた場所にありますが、いず
れも魅力たっぷりなお店ばかりでした。

The white gallery
SENDAI

ビストロでぐち フレッシュフィッシュ＆
フードショップきくち

ファミリーマート

宮町５丁目

至 小松島

宮
町
通
り

北六小

東照宮駅

五城中
東照宮

絵画だけでなく、音楽など様々なイベントにも使用できます

彩もきれいなプレート

11

「038プレスを見た！」で、1,000円以上の品全品10％OFF、
コーヒーをサービス (２月末まで)

「038プレスを見た！」で商品をお買い上げの方先着30名様に
「イカリングフライ」又は「とりから揚」のいずれか

１パックをサービス！

◉Juliet Love Cake (ジュリエット ラブ ケーキ）
◉ラビットピアノ教室
◉串処 TORI屋
　　　　　　　　　以上３軒にお邪魔します！

参加ご希望の方は、氏名・ご連絡先をご
明記の上、faxにてお申し込みください。

・と　　 き

・参  加  費

・定　　員

・集合場所

１月26日（日）15:00~17:00
1,500円
６名
ペットショップさまん前 FAX : 022-223-7988
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初
詣

初
売
り

例
年
７
万
人
も
の
初
詣
客
で
に
ぎ
わ
う
お
宮
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
。

例
祭
は
4
月
17
日
（
徳
川
家
康
の
命
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

震
災
の
影
響
で
繰
り
延
べ
に
な
っ
て
い
た
神み

こ
し輿

渡と
ぎ
ょ御

は
4
月
20

日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

昨
年
中
は
、
宮
町
商
店
街
を
ご
利
用
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
年
も
ご
愛
顧
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て

　宮
町
商
店
街
で
は
、
多
く
の
店
舗
で
初
売
り
な
ら
で

は
の
企
画
を
ご
用
意
し
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。今

回
は
、
そ
の
中
の
１
店
舗
。
ス
ー
パ
ー
八
百
ふ
じ
宮
町
店

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
宮
町
商
店
街
振
興
組
合  

理
事
長

　佐
藤
広
行
）

海
え び

老道
み ち こ

子さん
（空堀丁町内会）

毎年手作りのお
重を用意するとい
う海老道子さんか
ら、おせちのお話
を伺いました。

2014 年

１月３日（金）

 2014 年
１月３日・４日

午前 10 時〜午後 8 時

初売り
抽選会

初売り
セール

１等　2,000 円お買物券
２等　1,000 円お買物券
３等　500 円お買物券　
参加賞　ＢＯＸティッシュ１箱

5,000 円お買物券特賞

＊ 1,000 円お買い上げ毎に
　１枚くじを渡しています

check!!

check!!

check!!

紅は魔除け

白は清浄を

表します
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典
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縁起物として初詣で買って帰る方が
多いようです。毎年買って 12 個揃え
るのも楽しいですね。

飾り方には「家の南西を背にすると
よい」「床の間飾りの左脇に飾るのが
いい」等諸説あります。

◆どんと祭には松飾りやお札とともに、
土鈴もおさめることができます。

　12 月 25 日（ 水 ） か ら
31 日（火）は、１年間の
ご愛顧に感謝して野菜、果
物、肉、　魚を中心に正月
用品大特価セールを実施し
ます。

写真は、2013 年巳
み ど し

年の土鈴。
2014 年は午

うまどし

年です。

新鮮なもの、鮮度のいいものをより安く

「当店の開業は平成 12 年。地域密着型の店
を目指してきました。１月３日からの初売り
にも、ぜひお越し下さい。」（星店長）

おせちやお雑煮のレシ
ピ 等、『 ３ 年 ノ ー ト 』
に細かく記録して何冊
も 保 管。 お 正 月 に 集
まった家族写真も合わ
せて。
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台
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宮
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街

八百ふじ 宮町店
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道子さん流

ひと手間で彩り＆縁起も OK ！

市松かまぼこの作り方

Point!

住所：青葉区宮町 3-9-5
☎：022-221-2012
（＊場所は P2 の地図参照）
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ピンクのかまぼこを用意。

２本溝を作る。

縦に切る。

斜めに

盛りつけて

完成！

断面図→

おせちの定番、くりきんとんや昆布巻き、

かずのことひたし豆、黒豆と一緒に、家族

が大好きな松前漬け（手前）と、たらこご

ぼう（真ん中）も詰めます。

お
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か
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の
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と
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代
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や
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ま
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ち
」
を

心
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て
い
る
そ
う
。



　「発信することによって宮町を
元気にしたい」と考えた東六小5
年生。自分たちと同じ目的を持つ
038プレスのバックナンバーを読
み、地域情報紙の魅力や意義に
ついて話し合い、自分たちなりの
情報紙を作ることにしました。そこ
で、038プレス編集委員をゲストテ
ィーチャーに招き，同紙に対する
思いを伺い、編集作業の心得も学

びました。「大切なのは自分が知り
たいことを調べて知らせること。い
つもアンテナを高く張ろう」という
千葉編集長の言葉を受けて完成
した、５年生63名による東六小情
報紙「106（とうろく）プレス」。本紙
に折り込みで入っていますので、
どうぞお楽しみください。

　11月22日、青年文化センターに
おいて、平成25年度仙台市児童・
青少年健全育成大会が開催され
ました。式典では、青少年の非行
防止や健全育成に多大な功績の
あった当地区の佐藤正二さんに
感謝状が贈呈されました。未来を
担う子どもたちを健やかに育む環
境づくりのために、永年にわたり

ご尽力をいただいた佐藤さんに
心より感謝を申し上げます。

　丸～い顔に小さな瞳、見ている
だけで優しい気持ちになる『みや
っち』です。
　10月開催した「お宮町わいわい
スタンプラリー」のため当編集局
が地域有志に制作を依頼、お宮町
秋のイベント４会場でお披露目と
なりました。

　初めての企画を快く受け
入れてくださったすべて
の皆様に感謝申し上げ
るとともに2014年も
038press発信のご当
地ゆるキャラ『みやっ
ち』をよろしくお願いい
たします。

　11月14日，東六小にて、地域、学
校、保護者の合同研修会「地域と
ともに～子供たちの安全・安心を
考える～」が開催され、今泉連合
町内会長をはじめ、総勢60名が出
席しました。

　会では、災害対策実行委員会の
横澤氏より災害時の町内会と子供
会との連携の重要性について、宮
町地区防犯協会の高橋氏より地
域の防犯活動の現況についてお
話をいただき、また今後のそれぞ
れの在り方や関わり方などで意見
交換がなされました。東日本大震
災以降、年一回開催されているこ
の研修会ですが、お互いが顔見知
りになり日常的に情報交換を継続
していくことが、災害時の助け合
い、防犯につながると強く感じま
した。

宮町を元気に「106（とうろく）プレス」発行！

仙台市児童・青少年健全育成大会
佐藤正二さんに感謝状 誕生！！ 宮町のイベントキャラクター

「みやっち」〜お宮町わいわいスタンプラリー〜

地域とともに 〜子供たちの安全・安心を考える〜

  　　　　東京余話  vol.06

国分尼寺跡

至花京院
国道 45号線

新寺通り

宮
城
野
萩
大
通
り

自
衛
隊

仙石線

陸前原ノ町駅

宮城野原駅

榴ヶ岡公園

陸上競技場

旧クリネックス
スタジアム宮城

仙台医療
センター

乳銀杏
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歴史
コラム
４

第11回

伝で
ん
と
う統
と
は
移う

つ

ろ
う
も
の

　ね
え
ね
え
浄
圓
房
さ

ん
、
仙
台
の
お
正
月
の
事

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　は
い
は
い
承
知
し
た
。

　仙
台
の
正
月
の
特
色

と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
も
の

は
、
初は
つ

売う

り
と
仙せ
ん
だ
い台
雑ぞ
う
に煮
だ
ろ

う
か
の
う
。

　初は
つ

売う

り
は
、
江え

ど戸
時じ
だ
い代
、

譜ふ
だ
い代
の
家か
し
ん臣
で
大
町
の
肝き
も

入い

り
だ
っ
た
只た
だ
の野
小し
ょ
う
え
も
ん

右
衛
門

が
、
許き
ょ
か可
を
得え

て
始
め
た
市

で
の
う
、
仙せ
ん
だ
い台
城じ
ょ
う
か下
の
芭ば
し
ょ
う蕉

の
辻つ
じ

を
中
心
に

奥お
う
し
ゅ
う州
街か
い
ど
う道
沿ぞ

い
の
国こ
く
ぶ
ん
ち
ょ
う

分
町
と

交こ
う
さ差
す
る
大

町
に
限
っ
て
行
わ
れ
て
い
た

「
仲な
か
み
せ

見
世
」
と
も
呼
ば
れ
た
12

月
25
日
か
ら
始
ま
る
「
歳と
し

の

市い
ち

」
が
原げ
ん
け
い型
と
さ
れ
る
の
う
。

ご
一い
っ
し
ん新

後ご

は
山や

ん
べ家

家け

が
自

み
ず
か

ら
の

武ぶ

け家
屋や
し
き敷
を
商し
ょ
う
か家
と
す
る
士し
ぞ
く族

を
救す
く

う
政せ
い
さ
く策
を
と
っ
た
た
め
、

東ひ
が
し

一い
ち
ば
ん
ち
ょ
う

番
丁
は
繁は
ん
か華
街が
い

と
な
り
、

そ
こ
に
移う
つ

っ
た
歳と
し

の
市い
ち

も
仙
台

の
街
の
伝で
ん
と
う統
と
な
り
今
の
初は
つ

売う

り
に
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
。

　へ
え
、

そ
う
な
ん
だ
あ
！

　そ
し
て
仙せ
ん
だ
い台
雑ぞ
う
に煮
は
の
う
、

と
く
に
焼や

き
ハ
ゼ
を
出だ

し汁
に
使

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明め
い
じ治

以い
こ
う降
、
ハ
ゼ
の
大
た
い
り
ょ
う漁
に
湧わ

い
た

時
そ
の
活か
つ
よ
う用
法ほ
う

と
し
て
広
ま
っ

た
。
昔
は
広ひ
ろ
せ瀬
川が
わ

で
獲と

れ
た
鮎あ
ゆ

を
雑ぞ
う
に煮
の
出だ

し汁
と
し
て
用も
ち

い
た

り
し
た
ん
じ
ゃ
が
、
そ
れ
に
な

ら
っ
た
。
出だ

し汁
を
取
っ
た
後
の

ハ
ゼ
を
雑ぞ
う
に煮
の
上
に
載の

せ
た
り

生
の
イ
ク
ラ
を
載の

せ
た
の
も
仙

台
の
ホ
テ
ル
や
料
り
ょ
う
て
い亭
が
テ
レ
ビ

向
け
に
演え
ん
し
ゅ
つ出
し
た
も
の
で
の

う
、
そ
れ
が
ま
こ
と
し
や
か

に
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
だ
け

じ
ゃ
。
出
が
ら
し
の
ハ
ゼ
を
椀わ
ん

に
載の

せ
る
の
は
【
ぐ
の
骨こ
っ
ち
ょ
う張
】

と
い
う
も
の
じ
ゃ
。
元
々
仙せ
ん
だ
い台

領り
ょ
うの
雑ぞ
う
に煮
と
言
え
ば
鮎あ
ゆ

や
鰹
か
つ
お
ぶ
し節

で
取
っ
た
お
澄す
ま

ま
し
や
、
地じ
ど
り鶏

の
出だ

し汁
に
焼
い
た
角か
く

餅も
ち

、
か
ら

と
り
に
凍し

み
豆と
う
ふ腐
、
仙
台
せ
り

に
蒲か
ま
ぼ
こ鉾
の
取
り
合
わ
せ
が
今
で

も
多
い
ん
じ
ゃ
。

　へ
え
、
そ
う
な
ん
だ
あ
！
あ

ん
こ
餅も
ち

や
納な
っ
と
う豆
餅も
ち

も

美
味
し
い
ね
！

　同
じ
よ
う
に
、
年と
し
こ越
し
や
正

月
に
ナ
メ
タ
ガ
レ
イ
を
食
す
る

こ
と
も
仙
台
の
地ち
ほ
う方
色し
ょ
くと
さ
れ

る
が
、
こ
れ
も
古
く
か
ら
の
こ

と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
江
戸

時
代
か
ら
戦
前
に
か
け
て
、
仙

台
の
正
月
の
魚
は
鱈た
ら

。
現
在
で

は
、
正
月
に
鱈た
ら

を
食
べ
る
習
し
ゅ
う
か
ん慣

は
ほ
と
ん

ど
残
っ
て

な
い
が
、

正
月
に
向

け
て
鱈た
ら

が
出
回

ら
な
い
こ
と
を
心
配
し
、

調ち
ょ
う
さ査
を
命
じ
た
伊だ

て達
政ま
さ
む
ね宗

公こ
う

の
手
紙
が
残
っ
て
お
る
。

戦
前
の
仙
台
の
年
ね
ん
ち
ゅ
う中
行ぎ
ょ
う
じ事
に

関
し
て
「
正
月
に
は
鱈た
ら
じ
る汁
が
欠か

か
せ
な
い
」
と
記
し
た
文ぶ
ん
け
ん献
も

残
っ
て
お
る
。

　こ
う
し
て
み
る
と
、「
伝で
ん
と
う統
」

や
「
地ち
い
き域
性せ
い

」
は
決
し
て
固こ
て
い定

し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
代
と

共
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
う
。

文
・
取
材
／
千
葉
富
士
男

イ
ラ
ス
ト
／
が
ん
じ
ー

0
3
8
プ
レ
ス
東
京
駐
在
編
集
委
員

三
岡 

昭
博

「
今
年
は
や
っ
ぱ
り
楽
天
が
勝
っ
て
よ
か
っ
た
。

み
ん
な
そ
う
言
っ
て
ま
す
よ
」

球
史
に
残
る
日
本
シ
リ
ー
ズ
が
終
わ
り
、
東
京
・

杉
並
に
あ
る
馴
染
み
の
寿
司
屋
に
顔
を
出
す
と
、

大
の
巨
人
フ
ァ
ン
の
大
将
（
親
方
）
が
自
分
に
言

い
聞
か
せ
る
よ
う
に
話
し
た
。
大
将
の
名
前
は
長

島
さ
ん
。
私
は
長
島
さ
ん
の
包
丁
さ
ば
き
を
眺
め

な
が
ら
、
シ
リ
ー
ズ
最
終
戦
で
テ
レ
ビ
解
説
を
し

た
元
ヤ
ク
ル
ト
・
古
田
の
こ
と
を
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　◇

　
　
　
　
　
　
　
　

楽
天
球
団
が
誕
生
し
た
10
年
前
、
プ
ロ
野
球

は
衰
退
の
危
機
に
あ
っ
た
。「
今
の
ま
ま
で
は
ビ

ジ
ネ
ス
が
成
り
立
た
な
い
」
と
、
近
鉄
と
オ
リ
ッ

ク
ス
が
合
併
し
、
１
リ
ー
グ
制
へ
の
移
行
も
取

り
ざ
た
さ
れ
た
。
こ
れ
に
猛
然
と
反
対
し
た
の

が
選
手
会
だ
っ
た
。
12
球
団
維
持
を
訴
え
、
プ

ロ
野
球
史
上
初
め
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
す

る
。
そ
れ
を
指
揮
し
た
の
が
、
選
手
会
長
の
古

田
（
現
会
長
は
楽
天
・
嶋
選
手
）
だ
っ
た
。

球
界
の
「
縮
小
均
衡
」
を
や
む
な
し
と
す
る
日

本
プ
ロ
野
球
機
構
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
と
、
そ
れ
で
は

明
日
は
な
い
と
主
張
す
る
選
手
会
。
ス
ト
で
試

合
を
中
止
し
た
の
に
、フ
ァ
ン
か
ら
「
負
け
る
な
」

の
激
励
を
送
ら
れ
た
古
田
は
「
僕
た
ち
が
迷
惑

を
か
け
る
の
に
…
…
」
と
声
を
詰
ま
ら
せ
た
。

あ
の
と
き
、
古
田
が
引
い
て
い
た
ら
、
た
ぶ
ん

新
球
団
は
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
寄

せ
集
め
の
弱
小
チ
ー
ム
と
し
て
出
発
し
、
次
第

に
力
を
つ
け
、
被
災
地
の
希
望
と
な
り
、
感
動

の
渦
を
巻
き
起
こ
し
た
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
。
２
０
１
３
年
11
月
３
日
の
日
本

一
の
瞬
間
、
Ｋ
ス
タ
で
最
も
胸
を
熱
く
し
た
一

人
が
、
解
説
席
に
い
た
古
田
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　◇

　
　
　
　
　
　
　
　

も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
ホ
リ
エ
モ
ン

が
率
い
た
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
存
在
だ
。
近
鉄
と
オ

リ
ッ
ク
ス
の
合
併
の
危
機
に
、
真
っ
先
に
球
界
参

入
の
名
乗
り
を
挙
げ
た
の
が
ホ
リ
エ
モ
ン
だ
っ

た
。
本
拠
地
を
仙
台
と
定
め
、
チ
ー
ム
を
「
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」（
不
死
鳥
）
と
命
名
し
て
、
宮
城
県

と
二
人
三
脚
で
Ｎ
Ｐ
Ｂ
参
入
を
目
指
し
た
。
そ
こ

に
割
り
込
む
形
で
入
っ
て
き
た
の
が
楽
天
だ
っ

た
。当

時
、
仙
台
の
街
頭
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
と
、

市
民
の
支
持
は
圧
倒
的
に
ラ
イ
ブ
ド
ア
に
あ
っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
力
学
が
働
き
、
楽
天
が
参
入

を
果
た
す
が
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
と
い
う
「
先
覚
者
」

が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
今
の
楽
天
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。

イ
ー
グ
ル
ス
フ
ァ
ン
と
し
て
、
古
田
と
ホ
リ
エ

モ
ン
に
感
謝
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
ん
な
に
素

敵
な
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
た
楽
天
球
団
に
も
。
そ

し
て
何
よ
り
、
プ
ロ
野
球
「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
」

が
あ
る
街
に
住
め
る
仙
台
市
民
が
う
ら
や
ま
し
い
。

出
典

　仙
台
城
下
「
町
人
列
伝
」・

『
要よ
う
せ
つ説

宮
城
の
郷き
ょ
う
ど土

誌し

』 

仙
台
市
民

図
書
館
編
よ
り

《
浄じ

ょ
う
え
ん
ぼ
う

圓
房
さ
ん
と
は
》

延え
ん
じ
ゅ
い
ん

寿
院
境
内
の
浄
圓
堂
に
お
ら
れ

る
「
浄
圓
房
大
権
現
」
で
あ
る
。

浄
圓
房
さ
ん
は
東
照
宮
の
別
当
に

い
た
僧
侶
で
、羽は

ぐ
ろ黒

の
行
者
と
な
り
、

韋
駄
天
の
ご
と
き
走
力
を
得
、
麦
飯

を
釜
に
か
け
て
、
そ
れ
が
炊
き
あ
が

ら
な
い
う
ち
に
出
羽
の
羽
黒
山
へ
往

復
し
た
と
い
う
。

「
古
田
と
ホ
リ
エ
モ
ン
と

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
」  

　　二ふ
た
り人
の
尼あ

ま

伝で
ん
せ
つ説

（
白
び
ゃ
く

紅こ
う

尼に

／
紅こ
う
は
く白
尼に

）

　天
て
ん
ぴ
ょ
う平
十
三
年ね
ん
（
７
４
１
）
の
あ
る
日
、
白
び
ゃ
く

紅こ
う

女に
ょ
と
紅こ
う
は
く白
女に
ょ
の
二ふ
た
り人
が
、
宮み
や
ぎ
ぐ
ん

城
郡
木き
の
し
た

ノ
下
の
陸む

つ奥

国こ
く
ぶ
ん分
尼に

じ寺
に
来き

た
。
そ
し
て
尼あ
ま

に
な
っ
た
と
伝つ
た

え
ら
れ
て
い
る
。
二ふ
た
り人
は
女に
ょ
か
ん官
で
あ
っ
た
が
、

同ど
う
じ時
に
聖
し
ょ
う

武む

天て
ん
の
う皇
、
及お
よ

び
光
こ
う
み
ょ
う明
皇こ
う
ご
う后
の
血け
つ
え
ん縁
者し
ゃ

で
あ
っ
た
か
ら
、身み
ぶ
ん分
の
高た
か

さ
は
測は
か

り
知し

れ
な
い
。

　あ
る
日ひ

の
こ
と
、
白
び
ゃ
く

紅こ
う

尼に

は
紅こ
う
は
く白
尼に

に
向む

か
っ

て
、「
我わ
れ

死し

な
ば
葬ま
つ

っ
た
処
と
こ
ろに
塚つ
か

を
築き
ず

き
、
墓ぼ
ひ
ょ
う標

と
し
て
公い
ち
ょ
う

孫
樹
を
植う

え
て
も
ら
い
た
い
。」
と
語か
た

ら
れ
た
。

　死し

ご後
紅こ
う
は
く白
尼に

は
、
尼に

じ寺
か
ら
北き
た

へ
八
は
っ
ち
ょ
う丁
ほ
ど

離は
な
れ
た
宮み
や
ぎ
の

城
野
の
一い
ち
ぐ
う隅
に
遺い
が
い骸
を
埋う

め
、
塚つ
か

を
築き
ず

い
た
。そ
の
と
き
墓ぼ
ひ
ょ
う標
と
し
て
植う

え
た
公い
ち
ょ
う

孫
樹
が
、

や
が
て
天て
ん

を
突つ

く
大た
い
じ
ゅ樹
に
な
っ
た
。（
樹き

は
推す
い
て
い定

樹じ
ゅ
れ
い齢
１
２
６
０
年ね
ん

の
「
乳ち
ち

銀い
ち
ょ
う杏
」
と
し
て
現げ
ん
そ
ん存
す

る
。
樹き

は
い
つ
し
か
「
銀い
ち
ょ
う杏
姥う
ば

神が
み

」
と
謂い

い
慣な
ら

わ
さ
れ
た
。）
　ま
た
同ど
う

尼に

じ寺
近ち
か

く
に
「
姥う
ば

神じ
ん
じ
ゃ社
」

の
社
や
し
ろが
残の
こ

る
。
な
お
、
二ふ
た
り人
が
な
ぜ
宮み
や
ぎ城
の
地ち

に

来き

た
の
か
、
何な
に

も
語か
た

り
伝つ
た

え
て
い
な
い
。

　二ふ
た
り人
の
尼あ
ま

の
系け
い
れ
つ列
を
少す
こ

し
記し
る

す
。
同ど
う
じ
だ
い

時
代
、

光ひ
か

り
輝
か
が
や
く
子こ

・
光
こ
う
み
ょ
う明
子し

と
呼よ

ば
れ
た
安あ
す
か
べ
ひ
め

宿
媛

は
、
時と
き

の
権
け
ん
り
ょ
く
し
ゃ

力
者
・
藤ふ
じ
わ
ら
の
ふ
ひ
と

原
不
比
等
（
６
５
９
〜

７
２
０
）
の
娘
む
す
め
で
、
か
つ
大た
い
か
の化
改か
い
し
ん新
の
功こ
う
じ
ん臣
・

藤ふ
じ
わ
ら
の
か
ま
た
り

原
鎌
足
（
６
１
４
〜
６
６
９
）
の
孫ま
ご

で
も
あ
っ

た
。
ま
た
後
こ
う
き
ゅ
う
宮
の
実
じ
つ
り
ょ
く
し
ゃ

力
者
で
美び
じ
ん人
の
誉ほ
ま

れ
た
か
い

橘た
ち
ば
な
の

三み

ち千
代よ

（
？
〜
７
３
３
）
は
光
こ
う
み
ょ
う明
子し

の

母は
は

で
あ
る
。
さ
ら
に
母は
は

は
聖し
ょ
う
む
て
ん
の
う

武
天
皇
（
７
０
１

〜
７
５
６
）
の
乳う

ば母
で
も
あ
っ
た
。
ま
る
で
親お
や

の
七
な
な
ひ
か
り光
が
、
三み
っ

つ
も
重か
さ

な
っ
た
よ
う
な
光
こ
う
み
ょ
う明
子し

で
あ
る
。
十
六
歳さ
い

の
と
き
、
同お
な

じ
歳と
し

の
首
お
び
と

皇お
う
じ子

（
聖
し
ょ
う

武む

天て
ん
の
う皇
）
の
妃ひ

に
な
っ
た
。
こ
の
人ひ
と

こ
そ
後の
ち

の
光
こ
う
み
ょ
う明
皇こ
う
ご
う后
（
７
０
１
〜
７
６
０
）
で
あ
る
。

白し
ら
か
わ川

　葎り
つ

◉所要時間　東六番丁小学校から乳銀杏まで、長丁通りを歩いて約 30分

乳
ちち
銀
いちょう
杏

付
記

○
白

び
ゃ
く

紅こ
う

尼に

＝
藤ふ

じ
わ
ら原
一い

ち
ぞ
く族
の
一ひ

と
り人
だ
ろ
う
。
橘

た
ち
ば
な
の

三み
ち千
代よ

の
説せ

つ

も
あ
る
が
、
尼に

じ寺
創そ

う
け
ん建
の
七な

な

年ね
ん
ま
え前
に
没ぼ

っ

し
て
い
る
か

ら
、
違ち

が

う
。

○
紅こ

う
は
く白
尼に

＝
鎌か

ま
た
り足
の
娘

む
す
め

。
す
な
わ
ち
聖

し
ょ
う

武む

天て
ん
の
う皇
は
甥お

い

。

皇こ
う
ご
う后
は
父ち

ち

鎌か
ま
た
り足
の
孫ま

ご

。
し
か
し
光

こ
う
み
ょ
う明
子し

と
、
さ
ほ
ど
歳と

し

は

違ち
が

わ
ぬ
と
す
る
。（
古こ

だ
い代
の
系け

い

図ず

は
、
複ふ

く
ざ
つ雑
で
現げ

ん
だ
い代
人じ

ん

に

は
怪か

い
き奇
。）
　

○
光こ

う
み
ょ
う明
皇こ

う
ご
う后
の
発は

つ
あ
ん案
に
よ
る
国こ

く
ぶ
ん分
尼に

じ寺
の
創そ

う
け
ん建
＝

７
４
１
年ね

ん

。

○
伝で

ん
せ
つ説
は
、
宮み

や
ま
ち町
か
ら
半は

ん
り里
（
二
キ
ロ
）
の
地ち

し
ょ所
に
残
る

も
の
。

○
西せ

い
れ
き暦
７
４
０
年ね

ん
だ
い代
は
、
わ
が
宮み

や
ま
ち町
の
夜よ

あ明
け
前ぜ

ん
や夜
。

（
現げ

ん

・
福
澤
神じ

ん
じ
ゃ社
は
、こ
れ
よ
り
遅お

く

れ
る
こ
と
四
十
年ね

ん
ご後
の
、

創そ
う
け
ん建
。）

楽
天
参
入
が
決
ま
り
、
改
築
が
始
ま
っ
た
当
時
の
宮
城
球
場

2
0
0
4
年
11
月
、
毎
日
新
聞
社
提
供

み
や

　ま
ち

　べ

　

 

び

　

  

じ
ょ



　「発信することによって宮町を
元気にしたい」と考えた東六小5
年生。自分たちと同じ目的を持つ
038プレスのバックナンバーを読
み、地域情報紙の魅力や意義に
ついて話し合い、自分たちなりの
情報紙を作ることにしました。そこ
で、038プレス編集委員をゲストテ
ィーチャーに招き，同紙に対する
思いを伺い、編集作業の心得も学

びました。「大切なのは自分が知り
たいことを調べて知らせること。い
つもアンテナを高く張ろう」という
千葉編集長の言葉を受けて完成
した、５年生63名による東六小情
報紙「106（とうろく）プレス」。本紙
に折り込みで入っていますので、
どうぞお楽しみください。

　11月22日、青年文化センターに
おいて、平成25年度仙台市児童・
青少年健全育成大会が開催され
ました。式典では、青少年の非行
防止や健全育成に多大な功績の
あった当地区の佐藤正二さんに
感謝状が贈呈されました。未来を
担う子どもたちを健やかに育む環
境づくりのために、永年にわたり

ご尽力をいただいた佐藤さんに
心より感謝を申し上げます。

　丸～い顔に小さな瞳、見ている
だけで優しい気持ちになる『みや
っち』です。
　10月開催した「お宮町わいわい
スタンプラリー」のため当編集局
が地域有志に制作を依頼、お宮町
秋のイベント４会場でお披露目と
なりました。

　初めての企画を快く受け
入れてくださったすべて
の皆様に感謝申し上げ
るとともに2014年も
038press発信のご当
地ゆるキャラ『みやっ
ち』をよろしくお願いい
たします。

　11月14日，東六小にて、地域、学
校、保護者の合同研修会「地域と
ともに～子供たちの安全・安心を
考える～」が開催され、今泉連合
町内会長をはじめ、総勢60名が出
席しました。

　会では、災害対策実行委員会の
横澤氏より災害時の町内会と子供
会との連携の重要性について、宮
町地区防犯協会の高橋氏より地
域の防犯活動の現況についてお
話をいただき、また今後のそれぞ
れの在り方や関わり方などで意見
交換がなされました。東日本大震
災以降、年一回開催されているこ
の研修会ですが、お互いが顔見知
りになり日常的に情報交換を継続
していくことが、災害時の助け合
い、防犯につながると強く感じま
した。

宮町を元気に「106（とうろく）プレス」発行！

仙台市児童・青少年健全育成大会
佐藤正二さんに感謝状 誕生！！ 宮町のイベントキャラクター

「みやっち」〜お宮町わいわいスタンプラリー〜

地域とともに 〜子供たちの安全・安心を考える〜

  　　　　東京余話  vol.06
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センター

乳銀杏

7 6

歴史
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第11回

伝で
ん
と
う統
と
は
移う

つ

ろ
う
も
の

　ね
え
ね
え
浄
圓
房
さ

ん
、
仙
台
の
お
正
月
の
事

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　は
い
は
い
承
知
し
た
。

　仙
台
の
正
月
の
特
色

と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
も
の

は
、
初は
つ

売う

り
と
仙せ
ん
だ
い台
雑ぞ
う
に煮
だ
ろ

う
か
の
う
。

　初は
つ

売う

り
は
、
江え

ど戸
時じ
だ
い代
、

譜ふ
だ
い代
の
家か
し
ん臣
で
大
町
の
肝き
も

入い

り
だ
っ
た
只た
だ
の野
小し
ょ
う
え
も
ん

右
衛
門

が
、
許き
ょ
か可
を
得え

て
始
め
た
市

で
の
う
、
仙せ
ん
だ
い台
城じ
ょ
う
か下
の
芭ば
し
ょ
う蕉

の
辻つ
じ

を
中
心
に

奥お
う
し
ゅ
う州
街か
い
ど
う道
沿ぞ

い
の
国こ
く
ぶ
ん
ち
ょ
う

分
町
と

交こ
う
さ差
す
る
大

町
に
限
っ
て
行
わ
れ
て
い
た

「
仲な
か
み
せ

見
世
」
と
も
呼
ば
れ
た
12

月
25
日
か
ら
始
ま
る
「
歳と
し

の

市い
ち

」
が
原げ
ん
け
い型
と
さ
れ
る
の
う
。

ご
一い
っ
し
ん新
後ご

は
山や
ん
べ家
家け

が
自
み
ず
か
ら
の

武ぶ

け家
屋や
し
き敷
を
商し
ょ
う
か家
と
す
る
士し
ぞ
く族

を
救す
く

う
政せ
い
さ
く策
を
と
っ
た
た
め
、

東ひ
が
し

一い
ち
ば
ん
ち
ょ
う

番
丁
は
繁は
ん
か華
街が
い

と
な
り
、

そ
こ
に
移う
つ

っ
た
歳と
し

の
市い
ち

も
仙
台

の
街
の
伝で
ん
と
う統
と
な
り
今
の
初は
つ

売う

り
に
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
。

　へ
え
、

そ
う
な
ん
だ
あ
！

　そ
し
て
仙せ
ん
だ
い台
雑ぞ
う
に煮
は
の
う
、

と
く
に
焼や

き
ハ
ゼ
を
出だ

し汁
に
使

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明め
い
じ治

以い
こ
う降
、
ハ
ゼ
の
大
た
い
り
ょ
う漁
に
湧わ

い
た

時
そ
の
活か
つ
よ
う用
法ほ
う

と
し
て
広
ま
っ

た
。
昔
は
広ひ
ろ
せ瀬
川が
わ

で
獲と

れ
た
鮎あ
ゆ

を
雑ぞ
う
に煮
の
出だ

し汁
と
し
て
用も
ち

い
た

り
し
た
ん
じ
ゃ
が
、
そ
れ
に
な

ら
っ
た
。
出だ

し汁
を
取
っ
た
後
の

ハ
ゼ
を
雑ぞ
う
に煮
の
上
に
載の

せ
た
り

生
の
イ
ク
ラ
を
載の

せ
た
の
も
仙

台
の
ホ
テ
ル
や
料
り
ょ
う
て
い亭
が
テ
レ
ビ

向
け
に
演え
ん
し
ゅ
つ出
し
た
も
の
で
の

う
、
そ
れ
が
ま
こ
と
し
や
か

に
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
だ
け

じ
ゃ
。
出
が
ら
し
の
ハ
ゼ
を
椀わ
ん

に
載の

せ
る
の
は
【
ぐ
の
骨こ
っ
ち
ょ
う張
】

と
い
う
も
の
じ
ゃ
。
元
々
仙せ
ん
だ
い台

領り
ょ
うの
雑ぞ
う
に煮
と
言
え
ば
鮎あ
ゆ

や
鰹
か
つ
お
ぶ
し節

で
取
っ
た
お
澄す
ま

ま
し
や
、
地じ
ど
り鶏

の
出だ

し汁
に
焼
い
た
角か
く

餅も
ち

、
か
ら

と
り
に
凍し

み
豆と
う
ふ腐
、
仙
台
せ
り

に
蒲か
ま
ぼ
こ鉾
の
取
り
合
わ
せ
が
今
で

も
多
い
ん
じ
ゃ
。

　へ
え
、
そ
う
な
ん
だ
あ
！
あ

ん
こ
餅も
ち

や
納な
っ
と
う豆
餅も
ち

も

美
味
し
い
ね
！

　同
じ
よ
う
に
、
年と
し
こ越
し
や
正

月
に
ナ
メ
タ
ガ
レ
イ
を
食
す
る

こ
と
も
仙
台
の
地ち
ほ
う方
色し
ょ
くと
さ
れ

る
が
、
こ
れ
も
古
く
か
ら
の
こ

と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
江
戸

時
代
か
ら
戦
前
に
か
け
て
、
仙

台
の
正
月
の
魚
は
鱈た
ら

。
現
在
で

は
、
正
月
に
鱈た
ら

を
食
べ
る
習
し
ゅ
う
か
ん慣

は
ほ
と
ん

ど
残
っ
て

な
い
が
、

正
月
に
向

け
て
鱈た
ら

が
出
回

ら
な
い
こ
と
を
心
配
し
、

調ち
ょ
う
さ査
を
命
じ
た
伊だ

て達
政ま
さ
む
ね宗

公こ
う

の
手
紙
が
残
っ
て
お
る
。

戦
前
の
仙
台
の
年
ね
ん
ち
ゅ
う中
行ぎ
ょ
う
じ事
に

関
し
て
「
正
月
に
は
鱈た
ら
じ
る汁
が
欠か

か
せ
な
い
」
と
記
し
た
文ぶ
ん
け
ん献
も

残
っ
て
お
る
。

　こ
う
し
て
み
る
と
、「
伝で
ん
と
う統
」

や
「
地ち
い
き域
性せ
い

」
は
決
し
て
固こ
て
い定

し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
代
と

共
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
う
。

文
・
取
材
／
千
葉
富
士
男

イ
ラ
ス
ト
／
が
ん
じ
ー

0
3
8
プ
レ
ス
東
京
駐
在
編
集
委
員

三
岡 

昭
博

「
今
年
は
や
っ
ぱ
り
楽
天
が
勝
っ
て
よ
か
っ
た
。

み
ん
な
そ
う
言
っ
て
ま
す
よ
」

球
史
に
残
る
日
本
シ
リ
ー
ズ
が
終
わ
り
、
東
京
・

杉
並
に
あ
る
馴
染
み
の
寿
司
屋
に
顔
を
出
す
と
、

大
の
巨
人
フ
ァ
ン
の
大
将
（
親
方
）
が
自
分
に
言

い
聞
か
せ
る
よ
う
に
話
し
た
。
大
将
の
名
前
は
長

島
さ
ん
。
私
は
長
島
さ
ん
の
包
丁
さ
ば
き
を
眺
め

な
が
ら
、
シ
リ
ー
ズ
最
終
戦
で
テ
レ
ビ
解
説
を
し

た
元
ヤ
ク
ル
ト
・
古
田
の
こ
と
を
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　◇

　
　
　
　
　
　
　
　

楽
天
球
団
が
誕
生
し
た
10
年
前
、
プ
ロ
野
球

は
衰
退
の
危
機
に
あ
っ
た
。「
今
の
ま
ま
で
は
ビ

ジ
ネ
ス
が
成
り
立
た
な
い
」
と
、
近
鉄
と
オ
リ
ッ

ク
ス
が
合
併
し
、
１
リ
ー
グ
制
へ
の
移
行
も
取

り
ざ
た
さ
れ
た
。
こ
れ
に
猛
然
と
反
対
し
た
の

が
選
手
会
だ
っ
た
。
12
球
団
維
持
を
訴
え
、
プ

ロ
野
球
史
上
初
め
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
す

る
。
そ
れ
を
指
揮
し
た
の
が
、
選
手
会
長
の
古

田
（
現
会
長
は
楽
天
・
嶋
選
手
）
だ
っ
た
。

球
界
の
「
縮
小
均
衡
」
を
や
む
な
し
と
す
る
日

本
プ
ロ
野
球
機
構
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
と
、
そ
れ
で
は

明
日
は
な
い
と
主
張
す
る
選
手
会
。
ス
ト
で
試

合
を
中
止
し
た
の
に
、フ
ァ
ン
か
ら
「
負
け
る
な
」

の
激
励
を
送
ら
れ
た
古
田
は
「
僕
た
ち
が
迷
惑

を
か
け
る
の
に
…
…
」
と
声
を
詰
ま
ら
せ
た
。

あ
の
と
き
、
古
田
が
引
い
て
い
た
ら
、
た
ぶ
ん

新
球
団
は
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
寄

せ
集
め
の
弱
小
チ
ー
ム
と
し
て
出
発
し
、
次
第

に
力
を
つ
け
、
被
災
地
の
希
望
と
な
り
、
感
動

の
渦
を
巻
き
起
こ
し
た
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
。
２
０
１
３
年
11
月
３
日
の
日
本

一
の
瞬
間
、
Ｋ
ス
タ
で
最
も
胸
を
熱
く
し
た
一

人
が
、
解
説
席
に
い
た
古
田
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　◇

　
　
　
　
　
　
　
　

も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
ホ
リ
エ
モ
ン

が
率
い
た
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
存
在
だ
。
近
鉄
と
オ

リ
ッ
ク
ス
の
合
併
の
危
機
に
、
真
っ
先
に
球
界
参

入
の
名
乗
り
を
挙
げ
た
の
が
ホ
リ
エ
モ
ン
だ
っ

た
。
本
拠
地
を
仙
台
と
定
め
、
チ
ー
ム
を
「
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」（
不
死
鳥
）
と
命
名
し
て
、
宮
城
県

と
二
人
三
脚
で
Ｎ
Ｐ
Ｂ
参
入
を
目
指
し
た
。
そ
こ

に
割
り
込
む
形
で
入
っ
て
き
た
の
が
楽
天
だ
っ

た
。当

時
、
仙
台
の
街
頭
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
と
、

市
民
の
支
持
は
圧
倒
的
に
ラ
イ
ブ
ド
ア
に
あ
っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
力
学
が
働
き
、
楽
天
が
参
入

を
果
た
す
が
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
と
い
う
「
先
覚
者
」

が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
今
の
楽
天
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。

イ
ー
グ
ル
ス
フ
ァ
ン
と
し
て
、
古
田
と
ホ
リ
エ

モ
ン
に
感
謝
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
ん
な
に
素

敵
な
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
た
楽
天
球
団
に
も
。
そ

し
て
何
よ
り
、
プ
ロ
野
球
「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
」

が
あ
る
街
に
住
め
る
仙
台
市
民
が
う
ら
や
ま
し
い
。

出
典

　仙
台
城
下
「
町
人
列
伝
」・

『
要よ
う
せ
つ説

宮
城
の
郷き
ょ
う
ど土

誌し

』 

仙
台
市
民

図
書
館
編
よ
り

《
浄じ

ょ
う
え
ん
ぼ
う

圓
房
さ
ん
と
は
》

延え
ん
じ
ゅ
い
ん

寿
院
境
内
の
浄
圓
堂
に
お
ら
れ

る
「
浄
圓
房
大
権
現
」
で
あ
る
。

浄
圓
房
さ
ん
は
東
照
宮
の
別
当
に

い
た
僧
侶
で
、羽は

ぐ
ろ黒

の
行
者
と
な
り
、

韋
駄
天
の
ご
と
き
走
力
を
得
、
麦
飯

を
釜
に
か
け
て
、
そ
れ
が
炊
き
あ
が

ら
な
い
う
ち
に
出
羽
の
羽
黒
山
へ
往

復
し
た
と
い
う
。

「
古
田
と
ホ
リ
エ
モ
ン
と

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
」  

　　二ふ
た
り人
の
尼あ

ま

伝で
ん
せ
つ説

（
白
び
ゃ
く

紅こ
う

尼に

／
紅こ
う
は
く白
尼に

）

　天
て
ん
ぴ
ょ
う平
十
三
年ね
ん
（
７
４
１
）
の
あ
る
日
、
白
び
ゃ
く

紅こ
う

女に
ょ
と
紅こ
う
は
く白
女に
ょ
の
二ふ
た
り人
が
、
宮み
や
ぎ
ぐ
ん

城
郡
木き
の
し
た

ノ
下
の
陸む

つ奥

国こ
く
ぶ
ん分
尼に

じ寺
に
来き

た
。
そ
し
て
尼あ
ま

に
な
っ
た
と
伝つ
た

え
ら
れ
て
い
る
。
二ふ
た
り人
は
女に
ょ
か
ん官
で
あ
っ
た
が
、

同ど
う
じ時
に
聖
し
ょ
う

武む

天て
ん
の
う皇
、
及お
よ

び
光
こ
う
み
ょ
う明
皇こ
う
ご
う后
の
血け
つ
え
ん縁
者し
ゃ

で
あ
っ
た
か
ら
、身み
ぶ
ん分
の
高た
か

さ
は
測は
か

り
知し

れ
な
い
。

　あ
る
日ひ

の
こ
と
、
白
び
ゃ
く

紅こ
う

尼に

は
紅こ
う
は
く白
尼に

に
向む

か
っ

て
、「
我わ
れ

死し

な
ば
葬ま
つ

っ
た
処
と
こ
ろに
塚つ
か

を
築き
ず

き
、
墓ぼ
ひ
ょ
う標

と
し
て
公い
ち
ょ
う

孫
樹
を
植う

え
て
も
ら
い
た
い
。」
と
語か
た

ら
れ
た
。

　死し

ご後
紅こ
う
は
く白
尼に

は
、
尼に

じ寺
か
ら
北き
た

へ
八
は
っ
ち
ょ
う丁
ほ
ど

離は
な
れ
た
宮み
や
ぎ
の

城
野
の
一い
ち
ぐ
う隅
に
遺い
が
い骸
を
埋う

め
、
塚つ
か

を
築き
ず

い
た
。そ
の
と
き
墓ぼ
ひ
ょ
う標
と
し
て
植う

え
た
公い
ち
ょ
う

孫
樹
が
、

や
が
て
天て
ん

を
突つ

く
大た
い
じ
ゅ樹
に
な
っ
た
。（
樹き

は
推す
い
て
い定

樹じ
ゅ
れ
い齢
１
２
６
０
年ね
ん

の
「
乳ち
ち

銀い
ち
ょ
う杏
」
と
し
て
現げ
ん
そ
ん存
す

る
。
樹き

は
い
つ
し
か
「
銀い
ち
ょ
う杏
姥う
ば

神が
み

」
と
謂い

い
慣な
ら

わ
さ
れ
た
。）
　ま
た
同ど
う

尼に

じ寺
近ち
か

く
に
「
姥う
ば

神じ
ん
じ
ゃ社
」

の
社
や
し
ろが
残の
こ

る
。
な
お
、
二ふ
た
り人
が
な
ぜ
宮み
や
ぎ城
の
地ち

に

来き

た
の
か
、
何な
に

も
語か
た

り
伝つ
た

え
て
い
な
い
。

　二ふ
た
り人
の
尼あ
ま

の
系け
い
れ
つ列
を
少す
こ

し
記し
る

す
。
同ど
う
じ
だ
い

時
代
、

光ひ
か

り
輝
か
が
や
く
子こ

・
光
こ
う
み
ょ
う明
子し

と
呼よ

ば
れ
た
安あ
す
か
べ
ひ
め

宿
媛

は
、
時と
き

の
権
け
ん
り
ょ
く
し
ゃ

力
者
・
藤ふ
じ
わ
ら
の
ふ
ひ
と

原
不
比
等
（
６
５
９
〜

７
２
０
）
の
娘
む
す
め
で
、
か
つ
大た
い
か
の化
改か
い
し
ん新
の
功こ
う
じ
ん臣
・

藤ふ
じ
わ
ら
の
か
ま
た
り

原
鎌
足
（
６
１
４
〜
６
６
９
）
の
孫ま
ご

で
も
あ
っ

た
。
ま
た
後
こ
う
き
ゅ
う
宮
の
実
じ
つ
り
ょ
く
し
ゃ

力
者
で
美び
じ
ん人
の
誉ほ
ま

れ
た
か
い

橘た
ち
ば
な
の

三み

ち千
代よ

（
？
〜
７
３
３
）
は
光
こ
う
み
ょ
う明
子し

の

母は
は

で
あ
る
。
さ
ら
に
母は
は

は
聖し
ょ
う
む
て
ん
の
う

武
天
皇
（
７
０
１

〜
７
５
６
）
の
乳う

ば母
で
も
あ
っ
た
。
ま
る
で
親お
や

の
七
な
な
ひ
か
り光
が
、
三み
っ

つ
も
重か
さ

な
っ
た
よ
う
な
光
こ
う
み
ょ
う明
子し

で
あ
る
。
十
六
歳さ
い

の
と
き
、
同お
な

じ
歳と
し

の
首
お
び
と

皇お
う
じ子

（
聖
し
ょ
う

武む

天て
ん
の
う皇
）
の
妃ひ

に
な
っ
た
。
こ
の
人ひ
と

こ
そ
後の
ち

の
光
こ
う
み
ょ
う明
皇こ
う
ご
う后
（
７
０
１
〜
７
６
０
）
で
あ
る
。

白し
ら
か
わ川

　葎り
つ

◉所要時間　東六番丁小学校から乳銀杏まで、長丁通りを歩いて約 30分

乳
ちち
銀
いちょう
杏

付
記

○
白

び
ゃ
く

紅こ
う

尼に

＝
藤ふ

じ
わ
ら原
一い

ち
ぞ
く族
の
一ひ

と
り人
だ
ろ
う
。
橘

た
ち
ば
な
の

三み
ち千
代よ

の
説せ

つ

も
あ
る
が
、
尼に

じ寺
創そ

う
け
ん建
の
七な

な

年ね
ん
ま
え前
に
没ぼ

っ

し
て
い
る
か

ら
、
違ち

が

う
。

○
紅こ

う
は
く白
尼に

＝
鎌か

ま
た
り足
の
娘

む
す
め

。
す
な
わ
ち
聖

し
ょ
う

武む

天て
ん
の
う皇
は
甥お

い

。

皇こ
う
ご
う后
は
父ち

ち

鎌か
ま
た
り足
の
孫ま

ご

。
し
か
し
光

こ
う
み
ょ
う明
子し

と
、
さ
ほ
ど
歳と

し

は

違ち
が

わ
ぬ
と
す
る
。（
古こ

だ
い代
の
系け

い

図ず

は
、
複ふ

く
ざ
つ雑
で
現げ

ん
だ
い代
人じ

ん

に

は
怪か

い
き奇
。）
　

○
光こ

う
み
ょ
う明
皇こ

う
ご
う后
の
発は

つ
あ
ん案
に
よ
る
国こ

く
ぶ
ん分
尼に

じ寺
の
創そ

う
け
ん建
＝

７
４
１
年ね

ん

。

○
伝で

ん
せ
つ説
は
、
宮み

や
ま
ち町
か
ら
半は

ん
り里
（
二
キ
ロ
）
の
地ち

し
ょ所
に
残
る

も
の
。

○
西せ

い
れ
き暦
７
４
０
年ね

ん
だ
い代
は
、
わ
が
宮み

や
ま
ち町
の
夜よ

あ明
け
前ぜ

ん
や夜
。

（
現げ

ん

・
福
澤
神じ

ん
じ
ゃ社
は
、こ
れ
よ
り
遅お

く

れ
る
こ
と
四
十
年ね

ん
ご後
の
、

創そ
う
け
ん建
。）

楽
天
参
入
が
決
ま
り
、
改
築
が
始
ま
っ
た
当
時
の
宮
城
球
場

2
0
0
4
年
11
月
、
毎
日
新
聞
社
提
供

み
や

　ま
ち

　べ

　

 

び

　

  

じ
ょ



学校行事予定 (2014 年 1 〜 3 月 ) * なお、2013 年 12 月上旬での予定のため、変更になる可能性もあります。ご了承下さい。

＜編集メンバー＞

主筆／海老一朗　　編集長／千葉富士男
編集委員／遠藤真吾　加藤久枝　鹿野恵美子　加納実　加美山朋　菊池ゆう子　木村くみ　佐藤正二　佐藤広行　佐藤正則　佐藤靖
宍戸俊彦　白川葎　高橋孝敏　永田良治　針生英一　三岡昭博　和田政宗（50 音順）　顧問／今泉清二　アドバイザー／内海睦夫
イラスト／がんじー　　デザイン／針生奏子　星瑞枝　　協力／東北工業大学　ライフデザイン学部

お！宮町地域情報編集局
〒 980-0012　仙台市青葉区錦町二丁目 4 番 48 号

（東六コミュニティ・センター 内）
TEL 090-7932-5021( 千葉）E-mail ohmiyamachi@gmail.com

＜編集局からのお願い＞

　お宮町の昔の写真や逸話など、この町の情報を募集いたしており
ます。 情報をお持ちの方、取材の要望などがございましたら、右
の宛先までご連絡ください。

12月24日(火)～1月7日(火) 
冬季休業日 
3月8日(土) 10：00  卒業式

12月24日(火)～1月7日(火) 
冬季休業日 
3月18日(火) 10：00  卒業式

●五城中・北六小・東六小共通催事

・あいさつ運動　1月10日(金) 7:40～8:15  各学校･校門前他にて
この事業は五城学区地域連携推進協議会(五城中・北六小・東六小)が主催する連携
事業で、地域みんなで挨拶して明るい社会を築こうとする推進運動です。

・故郷復興プロジェクト第4弾「復興へ！学校の力結集！」3月11日(火)

12月24日(火)～1月7日(火) 
冬季休業日
2月16日(日) 13:00開場 13:30開演 
スクールバンド卒業コンサート 
シルバーセンタ－交流ホール

3月11日(火) おにぎりの日

3月19日(水) 10：00  卒業式

12月21日(土)～1月6日(月) 
冬季休業日
2月15日(土) 13:00
音２演奏会
シュトラウスホール

3月1日(土) 10：00  卒業式

◆東六番丁小学校◆北六番丁小学校◆五城中学校 ◆常盤木学園高校

◆
今
号
の
表
紙
絵
に
つ
い
て

「
元
朝
参
り
」

1
月
1
日
の
新
年
へ
と
日
付
が
変
わ

る
頃
、
仙
台
東
照
宮
は
大
勢
の
参
拝
者

で
あ
ふ
れ
か
え
り
ま
す
。
そ
の
熱
気
を

全
身
に
浴
び
、
拝
殿
内
に
て
宮
町
の
繁

栄
を
願
っ
た
元
朝
祈
願
を
受
け
ま
す
。

東
照
宮
の
門
前
町
と
し
て
今
年
も
変

わ
ら
ず
続
い
て
行
く
い
つ
も
の
街
に
、

心
静
か
に
思
い
を
馳
せ
ま
す
。

（
が
ん
じ
ー
）

【
編
集
後
記
】

０
３
８
プ
レ
ス
も
今
号
で
11
号
に

な
り
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
特
色
あ
る

紙
面
を
目
指
し
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ロ
ー
カ

ル
が
先
か
グ
ロ
ー
バ
ル
が
先
か
、
悩

ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
こ
は
『
グ

ロ
ー
カ
ル
』
で
、
と
い
う
こ
と
で
、

ぼ
ち
ぼ
ち
行
こ
か
？
の
心
境
で
す
。

　

（
加
納

　実
）

東
六
小
5
年
生
が
作
っ
た
「
１
０
６

（
と
う
ろ
く
）
プ
レ
ス
」、
お
読
み
い
た

だ
け
ま
し
た
か
？
3
年
生
の
頃
か
ら
宮

町
の
お
店
探
検
を
し
、
地
域
の
方
々
と

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
書
く
こ
と

に
自
信
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
好
き

な
宮
町
、
大
好
き
な
東
六
小
だ
か
ら
こ

そ
、
伝
え
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
よ
う
で
す
。「
0
3
8
プ
レ
ス
」
の

こ
と
も
テ
レ
ビ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
宣

伝
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
す
で
に
地
域

の
一
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
。
0
3
8
プ
レ
ス
編
集
委
員
に

な
れ
る
日
も
近
い
!?（

鹿
野

　恵
美
子
）

資産運用と有効利用のベストパートナー

◆ SPECIAL THANKS ご協賛へ感謝を込めて

アエル株式会社 様 株式会社マイザ 様

協同組合みやぎ 
マルチメディア・マジック様

積水ハウス（株）仙台支店 様 株式会社
アサヒ建築設計事務所 様

西松建設株式会社
北日本支社 様仙台市青葉区中央 1 丁目 3 - 1

TEL : 022 - 723 - 8000
仙台市太白区長町 3-4-16
TEL : 022 - 247 - 9830

仙台市青葉区一番町 4 丁目 6-1　
仙台第一生命タワービルディング 5F
TEL : 022 - 722- 3640

仙台市太白区長町 3-4-16
TEL : 022 - 247 - 5230

仙台市青葉区大町 2-8-33
TEL　022-261-8161

この情報紙は、地域の情報発信と共有を通じ、地域活性化につなげることを目的としたフリーペーパーです。この趣旨に賛同いただき、より多くの企業や団体、個人の皆様がご協賛を通じて
事業を支えてくださいますよう、お願い申し上げます。

Q
1 

お
祭ま

つ

り
で
楽
し
か
っ
た
も
の
は
？

　一
番
人
気
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
次
い
で
ク
イ

ズ
や
ダ
ー
ツ

Q
2
「
み
や
っ
ち
」
の
印

い
ん
し
ょ
う

象
は
？

※
P
6
に
み
や
っ
ち
が
載の

っ
て
ま
す
。

　か
わ
い
い
。
顔か

お

や
も
み
じ
を
変
え
て
み
た
ら
？

Q
3 

お
祭ま

つ

り
に
来
る
時
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と

は
？
（
安あ

ん
ぜ
ん全

、
防ぼ

う
は
ん犯

な
ど
）

　お
金
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
、
使
い
過
ぎ
な
い
よ

う
に
注ち

ゅ
う
い意

。
自じ

て
ん
し
ゃ

転
車
は
、
危き

け
ん険

な
所
で
は
降お

り
て
引
く
。

　ま
た
不ふ

し
ん
し
ゃ

審
者
に
気
を
つ
け
、
危あ

ぶ

な
い
所
を
通
ら
な

い
。
年
下
の
子
は
、
き
ょ
う
だ
い
と
一い

っ
し
ょ緒

に
い
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

Q
4 

宮
町
商し

ょ
う
て
ん
が
い

店
街
で
お
気
に
入
り
の
お
店
は
？

　駄だ

が

し

や

菓
子
屋
く
ま
ち
ゃ
ん
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト 

ラ
ブ

ケ
ー
キ
（
大
人
と
一い

っ
し
ょ緒

に
）

　友だ
ち
と
来
て
い
る
の
は
高
学

年
が
多
く
、
き
ょ
う
だ
い
と
来
て

い
る
子
も
。
み
ん
な
お
と
な
の
注

意
を
き
ち
ん
と
守
り
な
が
ら
、
お

ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
目
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。　アン

ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
れ

た
お
友
だ
ち
（
東
六
、
北
六
、
幸

町
、
附
属
の
各
小
学
生
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
の
男

女
合
わ
せ
て
14
名
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　今
後
も
「
子
ど
も
」
を
テ
ー
マ
に
取
材
を
続
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想
、
取
材
リ
ク
エ
ス
ト
等
、

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

下
記
「
お
！
宮
町
地
域
情
報
編
集
局
」
ま
で

（
2
0
1
3
年
10
月
19
日

　東
照
宮
境
内
）

Q
小し
ょ
う
が
く
せ
い

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
！

　
　
　
　
　
　in
宮
町
秋
ま
つ
り

宮
町
は

子
育
て
し
や
す
い
で
す
か
？

ま
ち
で
子
育
て

　
ま
ち
育
て


